
重要無形文化財（芸能）「琉球古典音楽」保持者の追加認定（各個認定）

及び「組踊」保持者の追加認定（総合認定）についての報告

文化財課

国の文化審議会は、令和元年７月19日（金）に開催された同審議会文化財分科会の審議、議

決を経て、下記のとおり文部科学大臣に答申した。

１ 重要無形文化財（芸能）「琉球古典音楽」保持者の追加認定（各個認定）

「琉球古典音楽」は平成12年６月６日に重要無形文化財に指定され、現在、保持者

として照喜名朝一氏が認定されている。現保持者に加えて、中村氏を保持者として

追加認定するものである。

※年齢は令和元年７月19日現在

重要無形文化財 保 持 者

名 称 氏 名 生年月日(年齢) 住 所

（芸能の部）

昭和21年6月24日

琉球古典音楽 中村 一雄 （満73歳） 那覇市
りゆうきゆう こ てんおんがく なかむら いち お

(1) 保持者の特徴

保持者（中村一雄）は、伝統的な琉球古典音楽の技法を高度に体現し、積極的な

舞台活動を展開して卓越した技量を示している。また、斯界の発展及び後進の指導
し かい

・育成にも尽力している。

(2) 保持者の概要

保持者（中村一雄）は、昭和21年に沖縄県島尻郡具志川村（現島尻郡久米島町）

に生まれ、幼い頃から伝統音楽に親しみ育った。同45年、野村流三線演奏家の野村

義雄のもとで琉球古典音楽を学び始めた同人は、同48年、野村流音楽協会久米島支

部発表会における「子持節」の独唱で初舞台を務め、同49年には知念秀雄にも師事

してさらに研鑽を重ねた。

昭和51年、琉球古典芸能コンクール優秀賞を受賞するなど早くから 実力を認め

られ、同54年に教師免許を取得すると、翌55年に中村一雄野村流古典音楽研究所を

開いて、本格的な演奏活動を展開するとともに後継者の育成も開始した。

平成３年には琉球古典芸能コンクール最高賞、翌年４年には師範免許が授与され、

琉球古典音楽野村流の伝統的な演奏技法を高度に体現しているとして、平成20年に

は沖縄県指定無形文化財「沖縄伝統音楽野村流」保持者に認定された。

また、活発な舞台活動を展開する一方、平成28年には野村流伝統音楽協会会長に

就任するなど斯界の要職を務め、自身の弟子ばかりでなく広く後進の指導にあたり、
し かい

斯界の振興発展に貢献している。
し かい
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２ 重要無形文化財「組踊」保持者の追加認定（総合認定）

「組踊」は、昭和47年５月15日に重要無形文化財に指定され、その保持者として一

般社団法人伝統組踊保存会会員が総合的に認定され、現在63名の保持者がいる。これ

らの保持者に加えて、12名を保持者の団体の構成員として「追加認定」するものであ

る。

※認定者の氏名等については別表１参照

(1) 追加認定者の概要

今回認定しようとする12名は、組踊の技法を高度に体現し、重要無形文化財「組

踊」の保持者としてふさわしい者であるので、重要無形文化財「組踊」の保持者の

団体の構成員（一般社団法人伝統組踊保存会会員）として追加認定するものであ

る。

(2) 追加認定の経過

第１次認定 13名 昭和47年 ５月15日

第２次認定 32名 昭和61年 ４月28日

第３次認定 19名 平成９年 ６月６日

第４次認定 14名 平成13年 ７月12日

第５次認定 13名 平成20年 ９月11日

第６次認定 14名 平成27年 10月１日

現保持者数 63名

(3) 今回追加認定後の保持者数

75名（物故者も含めた合計 117名）

※ 各個認定と総合認定の違い

各個認定

重要無形文化財に指定される芸能又は工芸技術を高度に体現・体得している者

を認定するもの。いわゆる「人間国宝」。

総合認定

重要無形文化財に指定される芸能を二人以上の者が一体となって体現している

場合に、これらの者が構成している団体の構成員を認定するもの。
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別表１

名　称保持者及びその代表者の氏名 所属する機関又は団体 氏　名 芸　名 生年月日 住　所

昭和45年

6月4日

一般社団法人 （満49歳）

伝統組踊保存会会員 昭和48年

5月9日

代表者 （満46歳）

昭和22年

8月8日

（満71歳）

昭和24年

7月15日

（満70歳）

昭和25年

2月1日

（満69歳）

昭和26年

6月6日

（満68歳）

昭和26年

11月15日

（満67歳）

昭和27年

2月1日

（満67歳）

昭和22年

9月22日

（満71歳）

昭和23年

1月25日

（満71歳）

昭和23年

3月5日

（満71歳）

昭和39年

12月18日

（満54歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重要無形文化財の保持者の追加認定（総合認定）

年齢は令和元年７月19日現在

宮里
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　秀明
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沖縄県

組踊
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瀬底
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　正憲
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　正憲
せいけん
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沖縄県浦添市勢理客4-
14-1

国立劇場おきなわ内
一般社団法人伝統組踊
保存会

神谷
かみや

　和枝
かずえ

上地
うえち

　律子
りつこ

沖縄県

沖縄県

赤嶺
あかみね

　和子
かずこ

沖縄県

前原
まえはら

　信喜
しんき

末吉
すえよし

　政利
まさとし

沖縄県

沖縄県

箏（４名）

上地
うえち

　正隆
まさたか

沖縄県

平田
ひらた

　智之
ともゆき

歌三線（６名）

上間
うえま

　克美
かつみ

上間
うえま

　宏敏
ひろとし

大湾
おおわん

　朝重
ともしげ

沖縄県

沖縄県

沖縄県

沖縄県

重 要 無 形 文 化 財 保　持　者

立方（２名）

大湾
おおわん

　満
みつる

大湾
おおわん

　三
みつ

瑠
る

沖縄県


